
Ｑ
、
市
の
健
康
診
査
で
眼
圧
検

査
な
ど
を
取
り
入
れ
る
必
要
性

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ
、
現
段
階
で
は
、
健
診
項
目

の
追
加
、
拡
充
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
、
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
、
令
和
５
年
度
は
299
人
で
、

40
代
７
人
、
50
代
12
人
、
60
代

以
上
275
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る

同
行
援
護
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
、
令
和
５
年
度
の
利
用
実
績

は
１
ヶ
月
平
均
３
人
、
約
14
時

間
の
利
用
で
医
療
受
診
が
主
な

利
用
目
的
で
す
。
利
用
者
が
少

な
い
要
因
は
、
多
く
の
人
が
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
、

家
族
支
援
な
ど
に
よ
り
日
常
生

活
を
送
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
、
そ
の
他
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
。

Ａ
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ

い
て
、
支
給
決
定
を
受
け
て
お

ら
れ
る
人
は
10
人
で
す
。

Ｑ
、
視
覚
障
が
い
対
象
の
日
常

生
活
用
具
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
、
「
視
覚
障
が
い
者
用
体
重

計
」
「
情
報
・
通
信
支
援
用
具
」

「
視
覚
障
が
い
者
用
拡
大
読
書

器
」
「
視
覚
障
が
い
者
用
時
計
」

の
４
品
目
の
ほ
か
、
「
音
声
式

血
圧
計
」
「
歩
行
時
間
延
長
信

号
機
用
小
型
送
信
機
」
「
点
字

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
な
ど
、
合
計

18
品
目
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

か
ら
日
常
生
活
用
具
の
給
付
項

目
の
追
加
に
つ
い
て
は
、
柔
軟

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も

ご
相
談
等
お
受
け
し
ま
し
た
ら
、

必
要
性
を
検
証
し
、
給
付
項
目

の
追
加
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
、
音
響
式
信
号
機
の
市
内
設

置
数
は
い
く
つ
か
。

Ａ
、
米
原
警
察
署
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
音
響
式
信
号
機
は
市

内
に
８
か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
、
だ
れ
も
が
安
全
に
渡
れ
る

信
号
装
置
の
設
置
促
進
を
問
う
。

Ａ
、
LED
付
音
響
装
置
に
つ
い
て

は
、
設
置
の
計
画
は
無
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
視
覚
障
が
い
者

だ
け
で
は
な
く
、
歩
行
者
の
近

く
で
音
と
光
で
知
ら
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
全
て
の
歩
行
者
に
対

し
て
の
注
意
喚
起
の
効
果
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
、
視
覚
障
が
い
者
に
特
化
し

た
音
声
付
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
の
現
状
を
問
う
。

Ａ
、
書
類
に
印
字
さ
れ
た
QR
コ
ー

ド
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読

み
取
る
こ
と
で
書
類
の
内
容
を

音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
取

り
組
み
を
令
和
６
年
３
月
か
ら

始
め
ま
し
た
。
専
用
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
利

用
が
で
き
、
比
較
的
容
易
に
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
今
後
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
碇
高
溝
顔
戸
線
の
未
整
備

区
間
（
40
ｍ
）
の
着
工
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
、
交
通
安
全
対
策
や
、
交
通

量
予
測
な
ど
客
観
的
な
デ
ー
タ

な
ど
も
用
い
て
、
地
元
住
民
の

不
安
が
取
り
除
け
る
よ
う
な
道

路
整
備
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

を
進
め
た
う
え
で
、
着
工
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
測
量
設

計
費
と
工
事
費
で
１
億
円
程
度

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
完
了

ま
で
に
５
年
程
度
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
道
路
の
用
地
取
得
に
つ
い

て
の
現
状
を
問
う
。

Ａ
、
所
有
者
は
、
平
成
２
年
に

取
得
し
た
１
筆
に
つ
い
て
は
坂

田
郡
近
江
町
で
、
残
り
４
筆
は
、

米
原
市
で
す
。

Ｑ
、
県
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
、
市
道
碇
高
溝
顔
戸
線
は
、

地
域
間
を
連
携
し
、
ま
ち
の
骨

格
と
な
る
幹
線
道
路
で
あ
り
、

整
備
の
優
先
度
が
高
い
道
路
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
2
学
期
の
8
月
末
始
業
の

決
定
理
由
は
何
か
。

Ａ
、
始
業
式
を
含
む
３
日
間
を

午
前
中
の
授
業
に
す
る
こ
と
で
、

児
童
生
徒
の
体
を
登
下
校
や
学

校
生
活
に
徐
々
に
慣
ら
し
て
い

く
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
は
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
観
点
か
ら
、
こ
の
３
日

間
の
午
後
を
学
期
初
め
の
教
職

員
の
事
務
処
理
時
間
と
し
て
確

保
す
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
、
標
準
授
業
時
間
数
か
ら
見

て
小
中
学
校
各
学
年
の
授
業
時

間
数
の
過
不
足
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
本
市
の
小
中
学
校
に
お
け

る
令
和
５
年
度
の
年
間
授
業
時

間
数
は
、
国
が
示
す
標
準
授
業

時
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
子
ど
も
の
生
命
と
健
康
を

守
る
た
め
に
、
品
不
足
の
熱
中

症
指
数
計
の
確
保
を
問
う
。

Ａ
、
市
内
小
中
学
校
に
合
計
５

４
台
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
暑
さ
指
数
に
応
じ
た
熱

中
症
予
防
が
行
え
る
よ
う
、
各

学
校
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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山
脇
議
員
の
一
般
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。
山
脇
議
員
は
初
日
10
日
3
番
目
に
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

山
脇
議
員
の
一
般
質
問

視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
充
実
を
求
め
る

道
路
未
整
備
区
間
の
早
期
着
工
を

学
校
の
猛
暑
対
策
は


